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ニュース証券株式会社 【関東財務局長（金商）第138号】

加入協会  日本証券業協会

主な事業  金融商品取引業                                                                           

外国株式は、価格変動リスク、為替変動リスク、カントリーリスク、会計基準変更リスク、流動性リスク、取引相手先リスク（カウンターパーティーリス

ク）、機会損失、その他リスクがあります。ご投資をする際には、上記価格変動及び為替変動により投資元本を下回るおそれがありますので、約款・

投資ガイド及び契約締結前交付書面をよくお読みいただき、 商品特性やリスク及びお取引ルール等を十分ご理解の上、投資家ご本人様の判断に

て行ってください。ベトナム株式へのご投資には、取扱手数料（【対面取引の場合】約定代金×2.10%（最低手数料800,000ドン）、が必要です 。外

国株式の売買にあたり、円貨と外貨を交換する場合には、外国為替市場の動向をふまえて当社が決定した為替レートによるものとします。

VX        D 作成：ニュース証券株式会社140512

（現金・株式）配当、（無償・有償）増資を通じて、利益還元に積極的な銘柄

―株主への利益還元の厚い銘柄と外資出資比率との相関関係―

前回、上場企業への外資出資規制の緩和政策と国営企業の民営化の推進政策について考えてみました。

国営企業の民営化・上場は、グループ内の子会社や孫会社から行われる傾向があります。その結果、

利益の多くは、配当を通じて、親会社に還流していきます。下の表は、直近 1 年間の現金配当額の高い

銘柄、それを基にして計算した現金配当利回りの高い銘柄、1 株当たり利益（EPS）に占める 1 株当た

り配当（DPS）の低い銘柄をリストアップしています。

ただし、ホーチミン証券取引所に上場している全銘柄のなかで、流動性（出来高）の低い銘柄、直近

株価（4 月 29 日終値）が、額面の 10,000 ドンを割り込んでいる銘柄、直近 1 年間の現金配当の合計が

1,000 ドン以下の銘柄は除外しています。

除外された銘柄のなかにも、現金・株式配当の合計比率が高い、株主への利益還元が高い銘柄が多く

見受けられるのですが、出来高が極めて少ないために、このレポートのなかでは紹介していません。

この 2 年間、折に触れて、高配当・高利回り銘柄を紹介してまいりました。VN 指数の上昇により、

個別銘柄の株価も上げており、全体的に現金配当利回りは低下傾向となっていましたが、南シナ海の西

沙（パラセル）諸島で、中国とベトナムの船舶が衝突したことから、ブルーチップ株も含めて、株式市

場全体が下落したことにより、現金配当利回りが上昇しています。

配当金が高い業種をみてみますと、天然ゴム、タイヤ、港湾、製薬などの業界の配当が相対的に高く

なっています。これを、グループ企業の純利益の多くを、配当として吸い上げている親会社の国営企業
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に焦点を当ててみてみますと、配当の高いゴム会社、ドンフーゴム（DPR）、フオッホアゴム（PHR）、

タイニンゴム（TRC）などの親会社は、ベトナムゴム工業です。

タイヤメーカーの、南部ゴム（カシュミナ、CSM）、ダナンゴム（DRC）の親会社は、国営ベトナム

化学グループです。

また、流動性が低い等の除外条件が適用されたために、前述のリストには載っていませんが、ビンズ

オン省政府傘下の国営企業を親会社としている、ベカメックス IJC（IJC）の兄弟会社、ベカメックス・

コンクリート（ACC）、ビンズオン交通建設（BCE）、ビンズオン開発販売（TDC）も、親会社に利益の

半分以上を、配当として還元しています。これら 3 社の配当利回りは、10％を超えています。

もうひとつ、親会社の持株比率が高く、純利益に占める配当比率が大きい顕著な例を挙げてみます。

それは、ホーチミン証券取引所で最も時価総額の大きい、ペトロベトナム・ガス（GAS）です。親会社

のペトロベトナム・グループは、GAS 株式の 96.72％を保有しています。2013 年の年次株主総会におい

て、2013 年の純利益の 65％を配当に振り分けることが議決されています。年次株主総会では、2014 年

の事業計画案も承認されています。現金配当の目標は、2014 年の純利益の 75％を配分する計画となっ

ています。今年に入り、国営企業改革の一環として、グループ企業に対する国営企業の持株比率の上限

は、政府が承認した特例を除き、65％までとする政令が発表されています。この政令により、将来は、

高配当、高配当利回りの銘柄が減少する可能性もあると思われます。

さて、先月後半から今月にかけて、ベトナム上場企業の年次株主総会の開催が、そのピークを迎えて

います。総会の議決に沿って、各社の配当スケジュールも数多く発表されています。

そのなかで、好業績かつ株主への利益還元率が高く、外国人投資家に人気のあるブルーチップ株を、

下の表にまとめてみました。すべての会社で、2013 年度の純利益に対する配当政策が、株主総会で承認

されています。そのなかで、今後、発表される予定の配当を取得できる可能性が残っている銘柄は、表

の背景が薄緑色になっている銘柄です。
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ペトロベトナム化学肥料（DPM）は、2013 年度の純利益のうち、現金配当として、5,000 ドン/株を

支払うことを議決しました。その議決に沿って、2,500 ドン/株の支払いスケジュールが発表されました。

権利落ち日は、5 月 16 日、支払日は、6 月 13 日の予定です。2013 年度の現金配当に対する配当利回り

は、15.5％と高利回りになっています。2014 年度の現金配当目標は、2,500 ドン/株となっています。

ペトロベトナムガス（GAS）は、2013 年度の現金配当として、4,200 ドン/株を支払う予定です。まず、

2,200 ドンの配当が、6 月 4 日に行われる予定です。その権利落ち日は、5 月 12 日です。残りの 2,000
ドンに関しては、具体的なスケジュールが発表されていません。2014 年度の現金配当目標は 3,300 ドン

/株となっています。

タイニンゴム（TRC）は、年次株主総会で、2013 年度の純利益処分として、3,000 ドン/株の現金配当

を行うことが議決されています。実施時期については、まだ決まっていません。2014 年度の現金配当目

標は、2013 年度と同じ 3,000 ドン/株となっています。

ペトロベトナム・ドリリング（PVD）は、年次株主総会で、3,000 ドン/株の現金配当と 10％の株式配

当を行うことが議決されています。実施時期については、まだ発表されていません。

ダナンゴム（DRC）は、年次株主総会で、2,000 ドン/株の現金配当を行うことが承認されています。

その実施時期については、まだ明らかにされていません。

ビン・ミン・プラスチック（BMP）は、2013 年度の現金配当として、2,000 ドン/株が支払われます。

支払予定日は、6 月 9 日、その権利落ち日は、5 月 15 日です。

南部ゴム（カシュミナ、CSM）は、2013 年度の現金配当として、2,300 ドン/株の現金配当を行うこ

とが議決されています。実施スケジュールに関しては、未発表です。

ドンフーゴム（DPR）は、2013 年度の現金配当として、4,000 ドン/株を支払う予定です。4 月 10 日、

1,500 ドンの支払い日程が発表されました。権利落ち日は、4 月 21 日、支払日は、5 月 9 日の予定です。

残りの 2,500 ドンのスケジュールは未定です。2014 年度の現金配当目標は、3,000 ドン/株の計画です。

ビナミルク（VNM）は、2013 年度の現金配当を、当初計画の 3,400 ドン/株から 4,800 ドン/株に引き

上げました。総額 4,800 ドンのうち、2,800 ドンは既に配当されており、今回、5 月 13 日に権利落ちと

なる 2,000 ドンは、5 月 30 日に支払われる予定です。2013 年度の利益処分案のなかで、20％の株式配

当を行うことが、株主総会で承認されています。その実施時期については発表になっていません。2013
年の純利益に対する配当への振り分けは、65％でしたが、2014 年の事業計画では、利益の 75％を配当

に振り分ける予定です。

ハウザン製薬（DHG）は、3,000 ドン/株の現金配当と、3 株に対して 1 株を割り当てる株式配当を行

うことが、年次株主総会で議決されています。1,500 ドンの現金配当については、昨年 8 月に支払われ

ています。残り 1,500 ドンの現金配当と株式配当の実施時期については、まだ発表されていません。2014
年の事業計画では、2014 年度の現金配当目標は 2,500 ドン/株となっています。

ホアセン・グループ（HSG）は、2013 年度の現金配当として、2,500 ドン/株を支払う予定です。うち、
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1,000 ドンの配当の支払いスケジュールは、5 月 21 日が権利落ち日、6 月 26 日が支払予定日となってい

ます。残りの 1,500 ドンの支払いに関しては、支払い日程が決まっていません。

株式投資を行う際の個々の投資基準は、数多く存在します。今回、紹介いたしました銘柄は、高配当・

高配当利回り銘柄として、ここ数年間、スクリーニングで選出されることの多い銘柄です。

年末・年始には各年度の業績が具体的にみえてきます。これらの銘柄は、好業績ならば、高配当を期

待できる可能性が高まってきます。3 月になれば、年度決算の発表と年次株主総会の議案と日程が発表

されます。今期の配当と来期の配当目標も明らかになってきます。そして、4 月から 6 月にかけて、多

くのベトナム企業で配当が実施されます。

中長期投資で、配当など着実なインカム・ゲインを得ることを投資基準としている株式投資家にとっ

ては、決算発表、年次株主総会、取締役会による配当の執行、この一連の流れの中で、投資機会を探す

ことも、有力な投資手段のひとつと私は考えています。

海外株調査室 小畑 直樹


